情報モラル教育実践授業報告書

	対象学年
	小学校４年

	領　　域
	道徳

	指導項目
	４－（１）規則性尊重・公徳心


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	法の理解と遵守

	コード
	ｃ２－１
ｃ３－２
	指導事項
	・情報の発信や情報をやりとりする場合のルール・マナーを知り、守る。
・「ルールやきまりを守る」ということの社会的意味を知り、尊重する。


	授業前の児童生徒の状況
	夏休み中に本学年の児童に、オンラインゲームを通したトラブルが起きた。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	　インターネットを利用する際に注意すべきことやルールを守ることの大切さを理解させる。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	・　①登場人物はどうするか、②自分ならどうするかの二つのパターンで考えさせた。
・　発表しなくても自分の意見を意思表示できるように、２色の紙コップを利用した。

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）

または資料等
	○情報モラル教材　ネット社会の歩き方

（http://www.cec.or.jp/net-walk/）

　 8　おもしろ半分では無責任

　50　“ウチら”のルールとわが家のルール


事前アンケート・・・実施

事後アンケート・・・実施せず

児童生徒の感想

・　いっぱい悩んだ。迷った。

・　同じことがあったら、もう一度よく考えたい。

・　ちょっと難しかった。

・　ルールを守ることは大切だと思った。

・　帰ったらお母さんと話し合ってみようと思いました。

評価
	児童生徒について
	児童生徒の
興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　事前アンケートからも、インターネットにつながるゲームや、携帯電話の使用率は50％を超えていたので、児童にとって身近な内容であった。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　「相手の立場を考えること」に比重が大きくなってしまったので、情報モラルの観点では、今回はあまり達成できなかったと感じる。

	
	児童生徒の
変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・「わが家のルールを守る」と答えた児童が多く、理由は「友達にきちんと説明すればわかってくれると思うから」というものが多数あった。子ども同士の関係が良好であることも要因に考えられる。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　事前準備が少なく、非常に助かった。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等

・　容易であった。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　児童生徒の理解度の欄に同じ。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　家庭で、情報機器についてのルールを改めて決めたところと、全く話題に挙がらないところとあったようである。　

	＜実践の感想及び反省点等＞

・　「情報モラル」の観点よりは、道徳的な題材として扱ったので、情報モラルの達成度は低いように感じる。しかし、児童が考えやすい課題であったので、一生懸命考え、悩んでいたように思う。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	５
分
	１　デジタルコンテンツ「おもしろ半分では無責任」（１分46秒）を見て、情報発信時にはマナーを守る必要があることを知る。
	・　ニュースでも取り上げられた、若者のネットへの画像投稿によるトラブルの事例についても話す。

	展　開
	30
分
	２　デジタルコンテンツ「“ウチら”のルールとわが家のルール」（３分19秒）を見て考え、話し合う。
　(1) “我が家のルール”と“ウチらのルール”のそれぞれの内容について確認する。
　(2) 主人公のミサキさんはどうするか、理由も合わせて考える。
　(3) 自分ならどうするか、理由も合わせて考える。
	・　登場人物の状況を正しく把握させる。
・　“わが家のルール”と“ウチらのルール”をしっかり押さえ、登場人物の行動や発言を確認する。

・　どちらのルールも守ることが必要であることを理解させる。

・　個人でじっくり考えられるように机を離させる。

・　話し合いの時にはお互いの顔が見えるように机を「コ」の字型にし、自分の立場を紙コップで示させる。

・　どうしても決められない場合は、紙コップを両方机の上に出してもよいこととする。

・　どちらのルールも大切で、どちらを選ぶのかは自分で決めること。相手の考え（思い）を尊重することが大切であることを押さえ、「どちらがいい、悪い」ということではないことを理解させる。

	ま　と　め
	10
分
	３　授業の感想を書く。
	・　授業で感じたことや考えたことを書かせる。

・　教師の「相手の立場を考える」体験談を話す。
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